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新しい年（令和２年）、明けましておめでとうございます。 

昨年も地球の気候変動によると考えられる極端な気象現象が、頻発しました。私の暮らす中でも、生きものの変化が起きているよう 

です。例えば、福岡より南で生息していたチョウの仲間、カメムシの仲間、あるいはリュウキュウサンショウクイの生息域が、より北の 

地域に広がっている様です。その変化が昔に比べて「早いなあ」と感じています。皆さんの周辺では、こういう変化を感じませんか。 

 自然を見つめ、感じとり、そのことを、周りに伝えて欲しい。暮らしを見つめ、自然を大切に思い、行動することにつなげたいですね。 

そのために、役立つような「会報くすのき」であると良いなあと願いつつ、活動したいと思います。田村耕作 

 

視点を変えてみたら、との思いで、生きものとのお付き合いの参考にどうぞ。 

 ○ぶつぶつぶやき○  ㊾ 

この花、リンドウですよね。でもなんか違う感じ。リンドウと言えば茎はしっかり真直ぐ立っているというイメージ。 

でもこの花の茎は、まるで蔓のように地面近くを這っていて、しかも細い。でも花だけは、しっかり真上を向いて咲 

いていた。他にも何本か、こんな感じで花を咲かせている。ふと周りの様子を見て思いました。このあたりは、ある 

程度の草丈に、いつも草刈りされているのではないか？ 

 庭の木につるしたプラカップに入れた熟し柿を食べに来たメジロ。２週間ほど前、冬の間だけと思ってミカンの 

輪切りを木の枝に刺してみた。この庭では初めてだったので、来るまでどのくらいかかるかなと思っていたところ、 

なんと次の日には食べ痕があった。はやっ！  

 そんなこんなで思いました。生きものたちは人間のやることを実に良く見ていて、負けずに頑張るし、逆に 

しっかり利用したりもしている。今更ですが、生きものたちの生きることに対するエナジーを改めて感じたの 

でした。＜さんじゃく＞ 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会  

（NAIS Fukuoka：The Nature Interpreter Society of Fukuoka) 

代表：田村耕作／事務局長：小野 仁 

編集：田村耕作･山本勝･松永紀代子／会計：宮原俊彦 

〒814-0113 福岡市城南区田島 3 丁目 7 番 14 号 

 

田村の自宅内 TEL ：092-844 ｰ 4381 

URL：http://www.kurabird.com/    

掲示板 URL: http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/ 
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★都市公園で自然観察会 104★ 

春日公園で、冬に目立つ生きものをゆっくりと 

観察します。      

☆日時 １月１8 日 （土） 

集合１0 時 ～ 解散１2 時半頃                            
☆場所 春日公園・旧売店 前                          

会員２００円、一般３００円です。協力をお願いします。 

【連絡先】 担当：田村 耕作 

   TEL 090－8220－6160〔田村の携帯〕   

  

 

自自然然感感  
２９４ 



日本野鳥の会 福岡支部  主催   ※一般参加費：300円（中学生以下無料）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本野鳥の会 筑後支部        福岡植物友の会 

                                                                          

 

 

 

                     

 

 

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催 

http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/   

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

                                                                                  

                                                                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和白干潟を守る会  主催                                  
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２／９（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

 

 

 

 

２／８（土） 

大濠公園探鳥会（福岡市中央区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

問合せ：092-573-1827（森健児） 

 

２／４（火） 

県営春日公園（春日市） 

時 間：10:00～12:00 

集 合：音楽堂ステージ側（第５Ｐ） 

問合せ：092-592-3423（小野仁） 

 

１／２６（日）２／２３（日） 

久末ダム探鳥会（福間町） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：久末ダム多目的広場横 

駐車場 (管理事務所下) 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸） 

 

１／１９日（日）２／１６（日） 

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00  

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：090-7165-5026（重松尚紀） 

 

２／２（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12：00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：092-891-9005（神園道男） 

 

２／1（第 1 土曜日） 

自然観察会（植物･昆虫･野鳥など） 

集 合：九州歴史資料館駐車場 

時 間：9:30～12:30   

問合せ：092-920-3072 

参加費：大人 200 円  

参加された方には新しい「自然観察マッ

プ」も差し上げます。 

ブログ 「三国丘陵の自然を楽しむ会」で 

検索 

観察会や様々な生きもの情報を載せています 

 

問合せ：090-7159-3933（松富士） 

詳しくは HP を御覧ください。 

 

１／２５ （土） 

定例会議 
時 間：12：30～14：30 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

１／２５（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～17：00   

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：090-1346-0460（田辺スミ子） 

 

例会など詳細はお問合せ下さい。 

問合せ：佃 昇（092-662-2983） 

要予約 参加は有料  
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今回は、１２月１日（旧暦１１月５日）～１２月３１日（旧暦１２月６日）

までのデジカメ日誌です。 

 

くすのき ２０２０年１月号投稿原稿-本のむし    

Nais-fukuoka 福岡県自然観察指導員連絡協議会 

１２月２３日（旧暦１１月２７日） 福岡市西区姪浜港 

マリノアシティの教会の風見鶏に対抗する様に、カワウ

が羽を広げていた。ウの仲間は深く潜る為に羽の油分

を少なくしているため、こうやってよく羽を干すようだ。 

１２月４日（旧暦１１月８日） 宗像市吉田鎮国寺 

小春日和にサクラの花。「十月桜」と「ふゆざくら」の 2枚

の札が下がっている。「十月桜」はエドヒガンの系列でコ

ヒガンの園芸種。「ふゆざくら」は本州原産のヤマザクラ

とマメザクラの自然交配種があるらしい。これはどちら

だろう。花弁は少し小さい感じだが。 

 

１２月１３日（旧暦１１月１７日）  筑紫野市天拝坂 

庭のオオヤマレンゲの幹に、まるでキノコの襞がそのま

ま貼り付いたような菌類が発生した。まるでカワラタケ

のようにあちこちめくれている。この樹、植えてもう 15年

くらい経つ。カワタケやサガリハリタケに近い。どちらに

しても、コウヤクタケの仲間のようだ。 

１２月１６日（旧暦１１月２０日）  福岡市住吉楽水園 

トサミズキの種子を観た。一つの朔果から黒い2個の種

子がパチンと弾けたようだ。横で冬芽と葉痕坊やがそ

れを眺めている。 マンサクの仲間。 

１２月１３日（旧暦１１月１７日）  筑紫野市天拝坂 

小春日の庭の落ち葉にナナホシテントウ。君はそこで

冬越しをするのか？ 

１２月２６日（旧暦１２月１日） 筑紫野市天拝坂 

庭のヤマボウシの梢近くに、ハラビロカマキリの卵鞘が

あった。地上４m近いところ。カマキリの卵の位置で、そ

の冬の積雪量がわかると聞くが、この辺はそんなに積も

らないし、雪が多いということか？ 

 



春日公園「自然観察会」報告  令和元年（２０１９）年１２月２１日(土) １０：００～１２：３０ 

天気  曇り 

参加者数  ４名 

担当者  田村 耕作 

観察コース：自然あそび館～カスケード～自然風庭園～芝生広場～自然あそび館 

 曇り空の中、初冬の穏やかな日の観察会でした。生きものの冬の様子を探しながら、散策しました。クヌギやコナラ 

ケヤキ等の落ち葉を踏みながら、歩く感触がうれしかった。自然風庭園では、カラ類の混群が賑やかでした。 

観察内容 

① 冬芽を探し観察した 

 ソメイヨシノ、ドウダンツツジ、レンギョウ、ウバメガシ、サンシュユ、イロハカエデ、クヌギ、コナラ、 

② 興味深いいろいろな植物 

 ノシランの実、カツラの落ち葉探し、ユズリハとヒメユズリハの違い、カニクサの胞子嚢。 

 落ち葉を踏みしめつつ歩く爽快さ 

③ 野鳥 

ヒヨドリ、ツグミ、シロハラ、キジバト、カラ類などの混群（ヤマガラ・シジュウカラ・コゲラ・エナガ・メジロ 

・キクイタダキ）、カワラヒワ、ハクセキレイ、ハシブトガラス。 

 カラ類などの混群が大変賑やかだった。 

 

 

 

 

 サザンカの花びらじゅうたん   ソメイヨシノの冬芽        レンギョウの冬芽 

 

 

 

 

サンシュユの冬芽      カワラヒワ              赤い色が目立ったマンリョウ 

    

感想 

・こういう体験は初めてでした。こういう散策は生き甲斐です。 

・たくさんの落ち葉を踏みしめて歩いたことが、気持ち良かった。 

・今日はたくさんの野鳥に出会えた。 

・メジロやヒヨドリと同じように、サザンカの花の蜜を味わった。 

とても甘かった。 

 

踏んで歩くと楽しい落ち葉の大地         
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● 会員からの投稿 

窓越しの自然観察 ㉜ 〜 一期一会⑥ 〜 

 小鳥達の食べ残しサンシュユの実が青空に宝石のように輝き映え、花芽も 

新葉？も。暖かすぎる令和二年目の初春です。   （ダムサイト住人 2020/1/5記） 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

枯れ枝で焚き火 

冬休みの間，小学生と幼稚園児の子ども２人を連れて， 

某キャンプ場で焚き火をしてきました。よい焚き火場所を探すこと， 

手頃な太さの枯れ枝を拾うこと，焚き木のくべかたやノコギリの 

使い方，なるべく炭を残さない燃やし方，化石燃料や外国の 

木炭を使わずに肉を焼くこと，など遊びながら 

身に付けてもらいたいなあ！（しが） 

 

 

 

福津市の野鳥写真展 

1月 11日（金）～31日（日）  会場 津屋崎千軒民俗館 「藍の家」 

〒811-3305 福津市津屋崎4-14-20 ℡ 0940-52-0605 

主催：津屋崎千軒民俗館「藍の家」保存会福津市の自然を学ぼう！ 

1月18日(土) 13時 講師：品田裕輔さん （参加無料） 

◇2016年に皆さんが作った「福津市の生き物カルタを作ろう」の作品も展示します。 

                         情報提供：会員＊渋田和美 
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福岡県自然環境課からの情報です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆事務局からのお知らせ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

会費振込について  

会計年度は 6 月から翌年 5 月末までです。会員の皆様、２０１９年度会費が、各自ご確認の上、郵便局にて下記

の郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。 

年会費：2000円   郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 

定例会に参加してみませんか？ 

次回の定例会は、令和２年２月 14 日（金）午後２時より事務局で行います。令和 2 年 2 月号の原稿は、 

2／11（火）までに届くようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

編集後記 2019 年 12 月の定例発送会は、藤川渡・鶴田義明・田村耕作でした。 

 毎年、初日の出をどこで迎えるか、考えます。油山市民の森展望台、 

油山片江展望台、志賀島の展望台、志賀島の海岸、能古島の海岸等で実行 

しました。今年は、福岡市東区の三日月山（標高 272ｍ）で迎えることに 

しました。長谷ダム公園の駐車場に車を駐車できるか、少し不安でしたが、 

幸先よく、駐車場を確保し、暗闇の中、懐中電灯を頼りに出発。最初に聞えた 

野鳥の声がハシブトガラス、次にフクロウの声を聞き、「今年はついている」と 

感じながら、山頂へ。予想が甘かった。すごい登山者の数で、山頂はあふれ 

ていたが、何とか立ち位置を確保。頭上の雲がほとんど消えて、素晴らしい 

美しい日の出に出会えました。「穏やかな年でありますように」とお願いしま 

した。田字草 

 - ６ - 


